
七飯町地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題
・自動車に頼ることなく、生活移動ができる交通体系の構築
・既存公共交通間の運行情報も含めた公共交通網のシームレス化
・既存公共交通を活用した周遊促進策の充実

○調査の主な内容
１ 現況交通実態調査
２ 既往事業者による運行の分析
３ 町民ニーズ把握調査
４ バス乗降調査
５ 地域公共交通計画素案の作成
６ 協議会開催

○地域公共交通の現況
・ ＪＲ北海道函館本線（町内８駅） ・株式会社函館バス（町内１８路線）
・有限会社大沼交通（２路線） ・スクールバス（６路線）
・タクシー（法人３社、個人２者、福祉限定４者）
・福祉有償運送（２者）

七飯町

七飯町は、北海道渡島管内南部に位置し、人口２７，６８６人（令和２年国勢調査）、総面積２１６．７５㎢、市街地の大部分が南向きの傾斜地に広
がっており、集落は国道５号線沿線に南北に延びるように存在し、南から北に向かって、大中山地区、本町地区、藤城・峠下地区、大沼地区の４つに
大きく区分される。交通弱者と交通空白地帯への対応、既存の公共交通の利便性の向上といった様々な課題を抱えており、地域公共交通に対する
取組への町民の期待が日増しに高まってきていることから、より持続可能な地域公共交通を検討するため、七飯町地域公共交通活性化協議会を設
置し、町の上位計画その他関係計画との整合性を図りつつ、七飯町地域公共交通計画を作成する必要がある。

概 要

令和３年３月１日設置

○地域公共交通活性化協議会開催状況
・令和３年７月１日 第３回協議会開催
現況整理及び各種調査計画（案）について説
明
・令和３年１０月１３日 第４回協議会開催

アンケート集計結果、周遊観光ニーズ調査
（案）について説明
・令和３年１２月２３日 第５回協議会開催

バス乗降調査（案）、各種調査結果報告、計
画の方向性について説明



七飯町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

【町における地域の状況・課題整理】

●事業の結果概要

【七飯町の現状・問題点】
・公共交通が利用しにくい環境のため、高齢者となっても免許を返
納することができない
・観光において北海道新幹線と路線バス間の乗継や町内観光施設
までの周遊利便性が低い
【七飯町の課題】
・自動車に頼ることなく、生活移動ができる交通体系の構築
・既存公共交通間の運行情報も含めた公共交通網のシームレス化
・既存公共交通を活用した周遊促進策の充実

大沼地区
【大沼地区の現状・問題点】
・大沼交通や函館バス等の民間バス路線が、幹線を中心に運行されており、
買い物や通院利用において不便
・本町地区の買い物施設及び医療施設までの移動を支援する「沼っ子お出か
け号」が運行されているが、運行曜日や利用対象者が限定されている
・国道等の幹線を中心に運行しているバス路線をはじめ、ＪＲ駅までのアクセ
スにおいて徒歩や自転車による移動が不便
【大沼地区の課題】
・利用者ニーズに応じた「沼っ子お出かけ号」の運行日や利用対象者範囲の
見直し

本町地区及び大川・大中山地区、藤城・峠下地区
【３地区の現状・問題点】
・地区内にも傾斜地が多く存在しており、国道等の幹線を中心に運行し
ているバス路線をはじめ、ＪＲ駅までのアクセスにおいて徒歩や自転車
による移動が不便
【３地区の課題】
・地域間幹線や交通結節点まで自動車を利用しなくても良い移動手段
の充実を検討

《公共交通勢力圏の設定について》
バス停から半径300ｍ範囲
ＪＲ駅から半径1,000ｍ範囲

町内における公共交通
カバー範囲の状況
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七飯町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業の結果概要

・調査期間 令和３年８月６日（金）～８月２７日（金）
・調査対象者
七飯町に居住する１５歳以上の方を対象に３,０００世帯抽出（１世
帯あたり２票配布、計６,０００票配布）
・配布・回収方法※回収率（世帯ベース）４０．４％
・郵送による配布・回収 （１，０１３世帯分、１，６４５票回収）
・ＷＥＢアンケートによる回収（２００世帯分、 ２００票回収）

■調査結果の概要
・公共交通に求めることにおいて、「自宅近辺から目的地の近くま
で行くことができる」が５３．２％と最も要望が多く、町内各地区でも
５０％超の割合となっている。
・行きたい目的地として、町内では各種商業施設・医療施設、温泉、
七飯駅などが挙げられているほか、近隣自治体の大型商業施設
への移動ニーズが挙げられている。
・また、「利用したい時間帯に運行している」ことについても、全体
で４４．５％の割合となっているほか、「自宅近辺まで迎えに来てく
れる」ことについても、３３．４％の割合となっている。
・自由記述の意見も踏まえると、町内をきめ細かく運行する循環バ
スの運行や移動が集中する時間帯における町内公共交通の拡充
の検討が求められている。
・七飯町の公共交通の特性として、運行しているバス路線の多く
が国道をはじめとする、幹線道路の運行となっているため、全体で
２２．６％の割合となっている「公共交通同士の乗り継ぎが便利で
あること」の実現に向けた、幹線と自宅までの支線交通の整備の
検討を行うことも、町内の移動利便性向上に有効であると考えら
れる。
・「利用しやすい町内区間の運賃」についても２１．６％の割合と
なっていることから、併せて町内公共交通が一体となった料金施
策の検討を行うことも、効果的であると考えられる。
・上記の公共交通に求めることが実現することにより、全体で４３．
５％が「外出機会が増加する」と回答しており、町民との意見交換
会などを実施しながら、町民ニーズを継続的に聴取することで、町
民の公共交通利用状況の改善に繋がる可能性がある。

【町の公共交通をより良くするためのアンケートの実施】

公共交通の利用頻度（N=1,787）

公共交通に求めること（N=1,549）
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七飯町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針 今後、令和３年度中に地域公共交通計画素案を取りまとめ、令和４年度までに七飯町地域公共交
通計画として最終的に取りまとめる。
・計画区域 七飯町内全域
・計画予定期間 ５年間



七飯町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、当初の予定から遅れている事業があったが、予定していた事業は全て年度内に実施
する予定である。

●事業実施の適切性

・事業は、計画どおり実施されている。
・今後、公共交通事業の収支率や公的資金投入額などの事業効率の改善等についても検証していくことをご検討いただきたい。

●地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果


